
編集後記
　2017 年 9 月号をお届けします．暑かった夏でした
が，ようやく涼しい風が吹くようになりました．台
風がくる度に涼しくなりますが，台風の被害が無い
ことを願っています．
　さて，本号の特集は，「母斑・母斑症 UP DATE」
です．「色素性母斑・乳児血管腫」では，色素性母斑
と乳児血管腫の治療について形成外科から，「神経
線維腫１型（レックリングハウゼン病）」では皮膚科
の立場から，「結節性硬化症」では，全身の包括的管
理治療の重要性について，「巨大色素性母斑」では整
容面と悪性化予防の重要性について，「Sturge‒
Weber 症候群」では血管腫による随伴症状に対する
治療の重要性について概説いただきました．母斑・
母斑症は，多くは難治性で，いまだに本人や家族に
とって身体的，心理的に大きな問題です．小児科医
ができる治療と精神的サポートが大切であると考え
ます．読者の先生方には，ご熟読いただき，日常診
療にお役立ていただければと思います．
　特集以外の論文も充実しています．「綜説」の「小
児に対する小腸カプセル内視鏡を用いた小腸病変の
検索」では小腸病変の診断への有用性が述べられて
います．「急性虫垂炎の治療方針」では，保存的治療

や，interval appendectomy の方針の導入について
述べられています．
　「診療」では，「小児の片頭痛―診断のプロセスと
治療」「小児の咽頭診療のポイント―扁桃肥大と鼾」
の解説をいただきました．片頭痛治療や咽頭観察の
実戦的な概説です．
　「小児保健」では食行動の発達について，また「ト
ピックス」では日常診療における疑問を臨床研究に
つなげるヒントについて概説していただきました．
　また，症例報告も１編載っています．

「最近の外国業績より」では日本医科大学小児科教室
からアレルギーに関する論文を紹介いただきました．
　以上，非常に充実した，日常診療に役立つ内容に
なっていますので，ご一読下さいますようお願い致
します．

（中西　敏雄）
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